
 
 

自分らしさ 
副校長 新津 喜美 

 

ダンスを習っています。たくさんの仲間と一緒に踊っていると、体形に恵まれている

人、化粧映えする人、表情豊かな人、等々羨ましく思うことが多いです。 

子供たちの中にも、他人と比べて自信をなくしてしまう子もいるのではないでしょう

か。ぜひ、イソップ物語の以下の３編を読んでほしいです。 

 

『とりの王さまえらび』 神様が「鳥の王さまを決めよう」と思い、鳥たちに集まっ

てもらうことにしました。カラスは「きれいな鳥ではないので選ばれるはずがない」と

思いました。そこで、他の鳥たちの落とした羽を拾い集めて自分の体にはりつけまし

た。神様は、カラスがあまりにも美しいので「鳥の王様にしよう」と思いました。とこ

ろが、怒った他の鳥たちが、自分たちの羽をカラスからむしり取ってしまいました。

「人のものを手にして着飾っても、いつかは化けの皮がはがれるものだ。」自分の姿を

大切にするとは、どういうことなのかを考えさせてくれる作品です。 

 

『おろかなカエル』 カエルの子供たちが池で遊んでいました。そこへ大きな動物が

現れました。子ガエルは、それがウシだということを、まだ知りませんでした。お母さ

んガエルが帰ってきたので、大きな動物に出会ったことを話しました。するとお母さん

はお腹をこれでもか、これでもかと膨らまし始めたのです。しかし、身体の大きなウシ

にかなうわけがありません。ついに、お腹を膨らまし過ぎて、パチン！「それぞれが特

徴や、個性を生かして行動すればよいのだ。決して背伸びをすることはない」というこ

とを、カエルの言動を通して訴えているのです。 

 

『ライオンをたすけたネズミ』 ある日のこと、ネズミが大きな岩に乗ってしまいま

した。それは、なんとライオンの背中でした。ネズミはライオンにつかまり怯えてしま

いました。ところが、ライオンはネズミを離してくれたのです。それからしばらく経っ

たある日、ライオンが人間の仕掛けた罠にかかってしまいました。すると、そこへネズ

ミがやって来て、鋭い歯で網をかみ切り、ライオンを助けてあげたのでした。「強い者

でも、弱い者の助けが必要になるときがある」「小さい者でも、すぐれた能力をもって

いる。それが個性なのである」ということが作品の底に流れています。 

 

私は、ダンスの先生に言われた「人と比べない」という言葉を胸に刻み、自分なりの

ダンスをめざしています。 
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1年 2年 3年 4年 5年 6年

1 日

2 月 委員会  たてわり交流（昼休み） 5 5 5 5 6 6

3 火 校外学習（つ） 4 5 5 6 6 6

4 水 安全指導日 5 5 5 5 5 5

5 木 校外学習（６） 4 4 5 5 5 6

6 金 ４時間授業 4 4 4 4 4 4

7 土

8 日

9 月 クラブ（クラブ見学・3年生６時間） 5 5 6 6 6 6

10 火 ６時間B時程 4 5B ５B 6B 6B 6B

11 水 建国記念の日

12 木 ５時間B時程 4 4 ５B ５B ５B ５B

13 金 周年記念式典　水曜時程（６年生５時間） 4 4 4 4 4 5

14 土

15 日

16 月 クラブ 5 5 5 6 6 6

17 火 4 5 5 6 6 6

18 水 合同学習（つ） 5 5 5 5 5 5

19 木
保護者会（１・２・３）　授業参観日
５時間B時程

５B 5B 5B ５B ５B ５B

20 金
保護者会（４・５・６・つ）　授業参観日
５時間B時程

4 4 ５B ５B ５B ５B

21 土

22 日

23 月 天皇誕生日

24 火 避難訓練※ 4 5 5 6 6 6

25 水 5 5 5 5 5 5

26 木 ６年生を送る会　１・２・６年生５時間授業 5 5 5 5 5 5

27 金 卒業式会場準備（５） 4 4 5 6 6 6

28 土

日 曜日 行事
下校時間

２月生活目標：寒さに負けず、体をきたえよう

短縄週間

読書週間

※今月の避難訓練は、実際の災害を想定し、予告なしで行います。

２年副担任 副島 啓介主幹教諭が２月１日より清瀬市立清瀬第八小学校に副校長として異動する

ことが決まりましたのでお知らせいたします。現在担当している２年生の図工は各担任が行うこと

になりますので、ご承知おきください。

【ご挨拶】

１年１０か月間という短い期間でしたが、大変お世話になりました。これからも、子供たちが校歌

にあるよう「伸びて育っていくこと」を応援します。私は副校長として、学校全体のために努力

します。今まで本当にありがとうございました。また会う日まで。さようなら。 副島 啓介

※右のイラストは、卒業生が描いてくれた宝物です。「みんなを見守っていること」を表しています。




